
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2026年ワールドカップは、アメリカ・カナダ・メキシコで 4年に 1度開催されている

世界一を決めるサッカー大会です。世界中の強い代表チームが集まり、優勝を目指して熱戦

をくり広げています。日本代表チームは予選を勝ち上がり、決勝トーナメントで強豪のブラ

ジルと対戦し、惜しくも敗れてしまいました。しかし、その陰でチームを支え続けた南野拓

実選手と久保建英選手の献身は、多くの人の心に残りました。けがを抱えながらも仲間を励

まし、練習や試合準備に全力を尽くす姿は、勝敗を超えた価値を示していたと思います。試

合に出られなかった悔しさがありながらも、その存在はチームの支えそのものだったと思い

ます。その責任感と仲間への思いこそ、日本代表の誇るべき強さだったと感じました。 

 

全員が平等に試合に出られるわけではありません。怪我や病気をして出られないかもしれ

ません。出場機会に恵まれない人もいることでしょう。大事なことは「フォア・ザ・チーム」

です。 

 

 「引退試合を迎えるにあたって」 

 3年生で部活動やクラブチーム等に所属している人にとって、引退試合が目前に迫っています。 

引退試合をどのような形で終えることができるのかは、その後の人生に影響を与えることがあり

ます。対戦相手によっては、自分の力が発揮できにくい場合もあります。ですから、「自分にとっ

て満足できるための基準は、少なくとも誰かに勝った時ではなく、自分の決めた物事を達成でき

たときに、現れてくるもの。」です。 

つまりは、「ＤＯ ＹＯＵＲ ＢＥＳＴ」ベストを尽くすということです。他人と自分をくらべ

て優越を感じるのではなく、自分の追い求めるものを達成した時に満足感や充実感は得られます。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

自主・創造    第１２号 令和８年７月３日(金） 

       柏原市立国分中学校 校長室だより 

右の写真は、男子バレーボール部の部旗です。試合会場で掲げる

ことで自らを鼓舞し、練習に励んできた自分たちを信じて相手に

挑んでいきます。「がいせいふばつ」＝性格や才能などが、他の人

と比べられないほどにすぐれていて、しっかりとしていること。

という意味です。 

校長先生には、陸上競技部で活動している高校 3年生の子どもがいます。

親として、試合や大会に、しばしば足を運び、応援をさせてもらっています。

大会に参加している高校のクラブ T シャツに目が留まり、写真を撮らせて

もらいました。背中には、「辛いという文字は練習次第で幸せという文字に

近づく」と記されていました。皆さんが取り組んでいる競技人生は、決して

楽なものではなく、辛く苦しいことが多くあると思います。しかし、それを

乗り越えた先に見えるものを信じて、歯を食いしばって頑張ってきた人がい

ると思います。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

引退試合までのわずかな時間の中で、3年生同士が一番気持ちの入った練習をしてくださ

い。１，２年生はそれぞれの場面で全力で練習することが、3 年生へのエールになります。

今のチームで過ごすのもあとわずか、それまで仲間と協力することや、後輩、先生との繋が 

りを深めてください。最後は、笑顔で引退できるように、応援しています。 

 

保護司会及び厚生保護女性会のみなさまによるあいさつ運動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

校長先生の甥っ子が、高校でサッカー部に所属し、その応援に、度々会場へ足を運び声援を

送っていました。懸命にプレーする姿に勇気をもらい、チーム一丸となって大声援を送る献身

的な姿に感動したことを記憶しています。そして、下記の横断幕がチームを象徴していると感

じました。「最後は人間性」をモットーにするチームは、技術や結果だけでなく、あいさつや礼

儀、仲間を思いやる心を大切にしています。試合で苦しい場面でも、周りへの感謝や協力する

気持ちを忘れずに行動できるため、チームの団結力が高まります。また、部活動で身につけた

人間性は、学校生活や将来の社会でも役立つ大切な力になります。勝敗だけでなく、人として

成長できることが、このチームの大きな良さであると感じました。 

 

小雨が降る中ではありましたが、生徒たちに元気

なあいさつをして頂きました。生徒からもいつも

以上に大きな挨拶が出来ていました。 

こうした、世代間交流を通して、地域を盛り上げ

ていってほしいと思います。 

 

 

 

 

 

 
終学活で育む集団作り 

19 日（金）に行われた「終学活公開」3 年生の活動を 1 年

生が学びました。国分中学校では「班活動」を大切にしていま

す。こうした集団づくりを通して、生徒たちは小さな社会を形

成する経験を積んでいきます。その中で「自分の考えや想いを

伝える力」「折り合いをつける力」「自分事として捉える力」を

身につけていきます。 

1年生に3年生の先輩たちの姿はどのように映っていたんで

しょうか。今後の変容を見守っていきたいと思います。 


